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平成２２年 ふれあい座談会 

主  催 ふじみ野市 

テ ー マ 大井総合支所の再整備について 

日  時 平成２３年１月２２日(土)・午後６時～７時３０分 

場  所 ふじみ野市役所５階大会議室 

参 加 者 ６名 

市 市長、副市長、総合政策部長、秘書広報課長 

 

(市長あいさつ 省略) ※以下は主な質疑です。   

 

参加者:区画整理で住みよい街になったと思う、また合併してきれいになればよ

いと思ったが、子どもが使う公民館や図書館がなくなってしまうのでは

まちがすたれてしまうのでは。回覧板が回ってきて、初めて消防署や複

合施設ができるというのを知った。全然情報が入ってこない。 

市 長:公民館や図書館をすぐになくそうという考えはありません。噂が色々飛

び交っています。情報については２月号の広報でも載せます。 

 

参加者:支所と本庁の築年数がほとんど違わないのなら、それこそ苗間のあたり

とかに大きく立派なのを建てたらどうか。 

市  長:合併特例債といっても借金は借金です。学校の改築を含め、やることは

たくさんあるのでそれは難しいです。 

 

参加者:消防署をつくると資産価値が下がるという話を聞いたが本当か。 

市  長:役所や学校からの距離などを考慮すると、むしろあがる可能性もあると

思いますが…。 

 

参加者:公共施設の売却は議員の３分の２の同意がなければいけないのか。そん

なに急がなくてもいいのでは。 

市  長:5000 ㎡未満なので議会の議決は必要ありません。急いでいると言うよ

り、１２月議会において仮説庁舎建設について起立総員で承認を得てい

るので、それで話を進めています。 

 

参加者:自民党のチラシを見るともう全て決まっているような書き方をしてい

る。こういうステップ(ふれあい座談会)を書いていないからわからな

い。 

市 長:自民クラブの新聞の内容までは把握していません。 
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参加者:検討委員会はあるのか。 

市 長:市の検討委員会はあります。委員会では、どういった庁舎が必要なの 

か、などを考えています。例えば、児童センター、社会福祉協議会、古

くなった保健センター、シルバーなどを複合施設の中に入れるかどう

か、などです。そういった意見は市民の声も聞いていきます。パブリッ

クコメントにするのか、何か別のやり方にするのか方法は考えます。 

 

参加者:委員会の委員同士、お互いの信頼性がないのでは。 

市 長:検討委員会にＰＴＡ、青年会議所、商工会など積極的に西側地域の人に

参加いただいています。もちろん、市全体の話なので東側地域の人も入

っています。 

 

参加者:区画整理でまちをきれいにするために協力してきた市民になぜ最初に

知らせなかったのか。 

市  長:ずいぶん早い段階で一度話しています。しかし、議会の承認は必要です。

そうしないと、今度は「議会はどうした」という声があがります。 

 

参加者:市民本位というなら議員より市民が先ではないか。順番が逆なのでは。

市民目線と言いなが市民が二の次になっているようだ。消防がなかった

ら支所の建替えはなかったと言っていたが、お金がこなかったら今回の

話はなかったのか。 

市 長:お金が来なかったというより今回の話がなかったら、庁舎のことはもっ

と遅くなるでしょう。そして、庁舎を市の中心地につくった場合、今の

高齢化率を考えると、今後必ず今のあたりに窓口をつくる必要がでてき

ます。本庁まで行けないじゃないかといった声があがるでしょう。たま

たま支所を新築できるきっかけがあった、消防署の建替えを少しでも安

くできる機会があった、ということです。 

 

参加者:個人的に反対です。市長の説明を聞くと確かに、すばらしい案だとも思 

う。ただ自分はあそこの近くに住んでいる。今回も近くなければここへ

は来なかった。スクリーンの説明などはどうでも良い。ＰＲが足りない

のに、なぜこんなに突っ走るのか。人によっては消防署がくることすら

知らない。今日のふれあい座談会だって、市報には消防署や支所のこと

は一切書いてなかった。近所だけで話をする場を与えて欲しい。市民の

声を聞く政治じゃなくなっている。理由は住んでいる人が知らないか

ら。建ってしまったら何も言えない。何かを進める側と受ける側は違う

のだから接点を設けるべき。今は白紙撤回して欲しいとしか言えない。

地域を無視しすぎている。賛成してる人たちはいるが、それは他の地域
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の人たち。広報になぜ載せなかったのか。 

市 長:１月の広報に載せるには内容は１１月に原稿を決めなくてはいけませ

ん。それを考えると情報伝達が遅いのかもしれませんが、２月の広報に

は載せます。 

 

参加者:なぜあそこなのか。 

市 長:２市１町を考えた中で消防組合から依頼がありました。三芳町、みずほ

台、富士見市に消防署があります。上福岡消防署も住宅に囲まれていま

す。壊して同じところには建てられないし、また負担を少しでも軽減し

たいなど費用負担のことも考えてあの場所になりました。 

 

参加者:ＰＲ活動、広報活動が不足している。積極的な情報提供が必要で、町会 

に入ってない人は市報やインターネットでしか知ることができない。 

 

市  長:今回のように支所をテーマにして行うと地域でばらつきがあります。ま

た、短い時間で色々と判断しなきゃいけないというのはこちらも苦し

い。地域を思えば様々な意見があるのは理解できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


